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Performance-based Pay System and Employees’Performance: Case on Researchers and 




企業および従業員データによる実証的分析（Empirical Analysis using Firm and Employee Level Data）
(315)
























表 1　客観パフォーマンスの担当職務別平均値および平均値差異の t 検定
注：＊＊は 1 ％，＊は 5 ％有意水準























　　 1 ＝あてはまらない， 2 ＝あまりあてはまらない， 3 ＝ややあてはまる， 4 ＝あてはまる
表 2　主観パフォーマンスの担当職務別平均値および平均値差異の t 検定
注：＊＊は 1 ％，＊は 5 ％有意水準
― 22 ― 流通経済大学論集　Vol.44, No.4
3 　個人の仕事パフォーマンスの決定























































成果主義と従業員の仕事パフォーマンス：電機・電子・情報関連産業の技術者のケース ― 23 ―
務遂行能力を構成する20項目の保持状況につい
ての回答結果を主成分分析にかけ，抽出された
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